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取扱説明書 

巧扭■はこめおの巧巧■の 
U 不口止曰 ■ J J ■表紙こついてしほす 

曰立加湿お 

《ス チー ム フアン 式》 

SVF-43 お 


屋庭抽 


このたびは曰立加湿器をお買い上げいた 
だき、まことにありがと5ございました。 
♦この「取扱説明 ま」 をよくお読みにな 
り、正しくご 使用 <ださい。 

• お読みになったあとは大切に保をしで 
<ださし、 
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ためがずお守り < ださい 

絵表示について 

この取の巧明■および投品へのおおでは、沒品を 
巧をに正し<お征いいただ巧、おなたや做の人々 
へのを S やおをへの娟 S をホ巧に巧±するために、 

いろいろな检 * 示をしていまず。その度示と意は 
は次のよラになつでいます。巧容をよく理がして 
か5本たをお巧みくだをい。 


A 警告 


巧造は巧巧にしない r *-******"^ 


サービスマン1；($^+の人は、_ パん ， M 
分巧したり巧巧しない 

(火災‘巧 g けびのお因） 

が理はお W い上げの化巧店または 
曰立す電猛のお苗梯ご巧険窓□にご枢歧<ださい。 




晒る□やの!出口など 
のずを PS にビンや ft 
をなどの金属物等、 
萬物を入れない 


(想 R や萬巧乍してけびの原留） 


お手入れの席はおず差込プラグをコンちントか 
ら巧き、マグネットプラグち巧く 
また、; H 打た手で巧を追ししない 

(巧®やけびの原獨） 


を 


電源コードやま込ブラグび«んだり h コンセン 
卜の差し込みびゆるいときは巧巧しない の 


(mm - シヨー ト凳火の原因） 


差込プラグやマグネットブラグ、ブ号ブ受けの 
ほこ0などは定稱的にとる 
(巧巧•シヨート-発火の原因） 


〇 


本が巧部のおを入れに巧巧系、敌巧タイブ、 

クエン度などの洗浄剤は巧用しない 

I なを巧げ法0、ち奋巧スび発生して、港巧を奋ずる巧れ 1 
\ 巧発皿のめつをがはがのてが»の原因 

本巧巧の水を巧水ずると 
きは、ガイドを巧し、本巧 
に刻巧されている r お f 水 
方向 J にが水する 

f 本な巧部に水び回0込んで、 

I 巧 ■> ショート、発火の原因 


水につけたり、水をかけ 
たり、本が巧に直接给水 
したりしな U 

f 本な巧部に水び#入し、 1 
I 巧巧‘ショート発火の原因 j 


を 

参 




定格15 AlU 上のコンセ 
ントを単独で巧う 

| f 泄の器具と巧用ずると、 
巧技コンセント爺び寅 
I 巧おなして発火の原因 J 



g お〕ードを«つけたり、6^したり、引コ巧ったり、 
巧ねたり、加工したり、瓶里に巧げたり、ねじったり、 
■いものをのせた0、はさみ込んだ0しない ^ 

(S 涼コードび化巧し、乂ぶ•巧電の原因） 



巧流 100 VU がで 
は巧用しない 


(乂巧•巧■の原因） 



巧巧にマブネットプラブをなめさはない 


(巧■やけびやけどの原因） 


0 


巧気の出□にすわった 
り筋などを近づけない 

(やけどの原因） 

巧にお子なやお年窃口には 
注*してあげて < たさし、 
の化巧を谋をめ目0で 



ず|;定 

をを巧 

ぃをが 

级汲を 

取げ発 

に巧の。 

つおみず 

お巧のま 

、ぅ窗い 

て ft 捕て 

しを的し 

巧巧物を 

巧巧びを 

をがょ容 

ち人おの 

を、留る 

のと巧れ 

こるるを 


意 

ま 

A 


す性 

を能 。 

い巧す 

街一つま 

お負い 

たをて 

つ11し 

お■を 

、はま 

てた巧 

しま留 

巧 c 巧 

無巧る 

をがれ 

示人を 

安、を 

のと巧 

こるが 

告 


A 


絵表示の例 

A 

こめ S 己号はな* (を该-書ちをま 
む> を括す巧留があること巧ちげ 
るらのです。図の中に兵巧めなま 
篇巧留が描か〇ていまず。 


(S) 

このなちはな止の巧ちであること 
を普げるちのです。図のやや近拐 
に g 巧のな资止巧容びをかのてい 
まず。 


〇 

この K 哥ま行なを強おした日巧を 
ずるの容巧ちげるちのです。図の 
やや近おにち巧のな指示巧宫が巧 
かれていまず。 


A 警告 


マグネットプラグ[巧石式） 
の巧谢にビン等.金属片や 
ごみを巧着さだない 

mm ，ショート’発火の原困) 



阐さない 

均巧のあ < や、す巧定な置き«巧で巧用しない iLW 


/転阐ずると巧おがこぼ^ 
むて、やけど、シヨー 
、卜、想*. 巧火の原因 J 
倒しにとをはを込フラ 
グぞないて < ださい。 



ち込プラグ、マグネット 
プ弓ブは谋元まで 
巧実に差し込む 

(お電，発巧して発火のお困） 


巧用中や宿止直化は塚 動 やお手入れを 
しな Lt 


||が*びこぼ〇た CK 亩遇がに巧れた0してやけどの1 

I 原因 I 



A ま意 


尝込プラグを巧ぐとさは t 
g おコードを持たずにお 
ず巧巧の差込ブラブを持 
つて引去热< 

f 想®やシ3—卜しで発乂\ 

I の原困 / 


凍括さだない 

{巧亀やな»の原因） 

巧傍のおそ打のあるとをは，水タンクとか«巧の水を 
搶てで < ださい。 



木ち、フ日ーリンブ等が質系)の上调一 
e 巧)で長巧巧、连病遅おをしない 
(を巧にぶるひびおの、巧をちの原因） 


水 s れしたときは巧用しない 


(巧電の原因） 

水測れしているとをは、 

ま込プラグををを.がず 
後珪をが括して < たさい。 


化出□をふさびない 


(を形やな W の原因） 


がに巧いが巧上で巧巧しない 
(巧を、巧形の巧因） 



Q 


巧房を止めたときは、力 [] 湿おも止める 

(おや巧などに結 S ずる面固） 

おやすみのときなど、特にま S しでぐださい。 


〇 



巧用しないとをは差込 
ブ弓グをコンセントか 
6巧ぐ 


f けび-やけど-治»第化による巧 g • 具巧义がの、 
I 原因 
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、各部めなまえ 


吹出 □ 
フター 

本巧一 
水イ立窓 

操作部 

ns&n 



水タンク 

巧部にあります 

湿度センサー+ 
温度センサー內蔵 


八ンドル 

垂直になてて（クリック 
して止まる化麵)本体を 
持ち巧びまず。 

ホ前測には倒れない巧 
造になつていまず。 


エアフィルター 

(引き出した図） 



送風□一 
フ□—卜 


か巧部 






差込ブラグ 
巧 源 コード 


プラグ受け 
マグネットブラグ 


王アフィ此夕〜は巧窮カテキンでみをしています。 

ほ系カテキンとは巧にやさしいおおの巧から抽出した天然成おでず。 

保をカテキンは細函の発を•をち•巧道を抑制し、エアフイルターで捕えた面に抗西作用を発揮しまず。 


4 


概熙 a 


乾燥見張蚕ランプ 

さ 巧切巧キーで按定すると点巧しまず。 

フアンがときどき回って、お部屋の湿度を烏お0ま 
ず。約35%未巧のとをは間巧巧おを始めます。また 
ランフぴ点巧してお巧6せしまず。 


ラるおい加湿ランプ 

巧をの巧キーで設定ずると捕なし 
まず。 

加湿■をおさえた間巧巧あを巧な 
いまず。加湿■をおさえたいとを、 
長時間加湿したいとをに淀いまず。 


目動運転ランプ 

き肪キーを巧ずとな打 
しまず。 


切タイマーランプ 

切タイマーキーで殺定し 
た運お時間をまをします。 


運輯ランプ 
「4日 jr 则 rsoj 懼続」 

運転切巧キーで設定した湿度また 
は逢病を表示しまず。 

湿度讀節遅ちでは現巧の湿度の目 
巧を点巧で表をしまず。設定湿度 
と重なったとさは点なにな0ます。 



自動 キー 

現を室おと湿ちをおがして、 
快適な湿ちとなるよラに 
「自肪 a 拓 J を巧います。 

(9 ぺージを照） 


給水ランプ 

水タンクの水がなぐなると 
な巧し、巧粒巧止します。 


切タイマーキー 

加湿を自 K 的に止めたし 
をに巧います。 

( S ページ参照） 


運転入/切キー 

押ずと運転ランプ巧0」が 
お灯し、巧をを指めまず。 
(7 ページを照） 


運お切換キー 

お好みの r 湿度 J か r 速続」、 
r を樣見張ま J * 「ラるおい伽 
湿 J を進びます。旧ページを巧) 
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眉を場所について 


正しい置を場所 


•巧面か5約0,日〜1 m の谢ゃテーブルの上などの水平で 
振動のないところに■いてお使いください。 

また、の出□か5天井までの距おを Im 似上とってく 
ださい。 

巧水時には重くなりますので、しっかりしたテープル 
の上に■いてください。 



A ま意 


次の場所には置かない 


■暖房器具などの近くで、岳温になるところ。 
福が热や温風を直を受けるところ。 

直が日光のあたるところ。 

油のつきやずいところ。 

/プラスチック部品びをお、変巧の原因1 
1センヴーび正し < 街かな < なる恐れ，1 



•加湿器の巧気び直接家具、楽器媒、テレビなどの巧気 
器具、壁、天井などにあたったり、周りに廣害物があ 
るところ。 


(果員などにしみやをおびでをた D 、 巧径の原因) 



* 思風お房器やち化製品及び不を定な台の上。 

I 廣房態の熟で巧おした0、巧苗の原因|| 

センヴーび正しく！]かな < なる思れ I 
I 転倒すると巧巧、ショートの原因 I 



• 賊这□をふさぐおそれのあるところ。 

吸込□び底面におりまずので、じゅ弓たんやカーペット、尹ーブ 
ルク□スなど、やわらかいお物の上に直接»かないで<ださい。 

/フラスチック部品や巧构びをお、を M の原因1 
I センサーび正し<巧かな<なる巧れ J 



•テレビ•ラジオ，コードレス電話などの近く。 

(テレビ‘ラジオ-コードレス巧おなどに緒さが入る原因）日日 cm 拭上#す 


S) 


•班ちや強い巧気のちのの近ぐ。 

(フ□—卜が睽動作して巧ださの原因) 


0 




畳 転と停止 


1給‘ 

©: 


水ずる 

フタを列してがタンク 
を取0出し、キ中ツフ 
を列■してをれいな巧温 
の水ち氷を入れて<だ 


さい。 



©キャップを巧実にが 
め、こぼ〇た水をみ 
をと0、水巧れびな 
し1ことを確認しでか 
5本が巧に入れ、つ 
夕を巧じて < ださい。 



2 マグネットプラグを本巧のプラグ受 
けにおり巧け、差込プラクを交流 
10 0 V のコンセントに差し&む 



運転中に7グネッ^^ブラグゃま込プラグががれ 
ると「ビッ」と音びしまず。 


7運転入/切キーを巧ず 

W r ビッ J と音び して 
通転ランブの rsoj 
が点巧し、巧2〜4 


40み敞 

。が 


連統 

〇 


分ほどでの出□よ0 
巧気び出おめまず。 
■湿 畳調節巧転時は I 
スタート後約巧秒 
たつと i 貝巧の湿度 
の目受をランプの 
点巧でちをしまず。 



ただし「運损 J 、1" 3るおい加湿」.「を巧見張 


番 J 、 r 自巧遅あ J のとをは表をしません。 


•お 部屋の温度、湿度の找おにぶつては、蒸気 
び見えに < いことびお0まず。 


• 「自巧キ ー r 切タイマーキー」を巧して通お 


を開姑することをできまず。 

•差込プラグやマグネットプラブを巧ひなけれ 
ば、前回巧用時に設おしに湿度でを拓をな始 


します。 （ r 目的廷転」はおく） 

差込プラグの巧を差しをの逗おでは r 日 0 J び短 


巧します。 


4 信止ずるときは運転入/切キーをも 
ラー度巧ず 

蛋おランプび';肖巧し、運転を巧让しまず。 

• 巧止を約：30が間はフアンび回っていまず。 
•巧 止をち5〜6か巧は友気びおまずので k の出 
□には手を曲れないでくだごい。 


A ま意 

♦運お中は"ンドルををろに倒して®巧ずる A 

•キャップを巧したとき A 

f 寒気び A ンドルに当たると A ンドル\ 

バジキンびかれること ^==^コム U 

{の：離が上げり 、やけどの原因 / 

びおるため、巧一5^れ バッキン 


たとをは、回のよラに 

■水タンクは給水中に巧したりるとしたりし 
ない。手でしっかり巧さえなが5拾水ずる W 

巧にはめこむ （水おれの原因） 

し 寒とすと、けび、タンクの巧お、化損 1 

1 JS" Ed i 

♦ おお (40 でな上）や f ヒぎ果品、ち香剤 、 ^ 

I . の像因 j 

巧れた水などを入れない 

•移動すると巧ん欄ホたり、ゆすったりし/0\ 

1 プラスチック部品びをお•変質した0巧 \ 

^な U (お巧等び流れ出し、やけどの原因 ） W 

1 »の原固 J 













































いかた -っづき- 


運鼠の切り替え ____ 

ii おやに》お切巧キーを巧すごとに r ビジ J と音がして、 a おモードび図のように切り窗わり、お巧 
みの遅おを投定でをます。巧 oj に房ると r ピピッ J と育びしまず。 



湿度調節「 40 」「日 0 」「 60 」、「連続」 


湿度調節 Mojrsoj 「60」 

湿巧センサーのはたらをで、殺定远お勒上になると自曲 
的に停止し、巧巧び下びると再び加湿をおこないます。 

「連続」 

湿沼に供!保なく運巧で册湿しまず。 ただし、 桂端に遜® 
び巧いとさは、自 K 的に巧止することびおります。 

邏お中に»な切巧キーを巧して巧みの湿なにお定する。 


表示 

湿巧の巨巧 


40 

約40% (をめ） 

湿度お節巧ち 

50 

約50% (巧準） 

60 

約60% (巧め） 

連統 

湿巧に巧なな<如湿 

運娇運転 


• r 4 oj 巧〇」巧 0 J を拽庵したときは、邏拓スタートを、 

約ほがたつと、瑪巧の湿巧の目巧を巧おランフの点巧で 
受の'します。 


現なの湿度と强定湿度び重な 
るときは I 巧転ランフはおな 
になります。 

巧なの湿度び70%し乂上のと 
をは巧0」め点滅で表示します。 
このときはおを遺巧の巧をと 


現なの湿度（巧巧） 

、が〜50/ 60 
- •一•一 〇 
' : 、如 iitec 


-臓湿巧（点巧） 


重なっても、点滅を禄けます。 

•湿なわンヴーは、加湿器前面な近の湿度を想巧しまず。 


乾燥見張番 


通巧は加湿を巧止し、ときどきフアン 

び回って湿度を見張0ます。約35%宋 

巧のとさは巧坑のに加おを巧いまず。 

\_ ) 

S お中に運ち切巧キーを押して巧定す 
る。 



湿度び巧3がぁ凹上 

通巧び約35%ホ'滴 

(孤湿冉止） 

(巧巧加湿） 

触感 

MJD 


"•■午 ■•’ 

1 

(な阿） 1 

(点巧） 


通ちセンサーをを足さはるため、現在の湿度び設を湿おより巧いとをでを、遅あスタートを、しば5く 
の巧は強制的に加湿します。 
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うるおい加湿 


曲統的に加湿を巧ない、況湿■をおさえて浸時間運あ 
します。 

お < 5るお5程をの加湿や、/」 t 部屋(木造が室で約4通程 
巧)での加湿び化愛なときにをいまず。 _ 

3な中に巧あ切換キーを巧して股定する。 



• 3 るおい加湿連おは，巧統的に 
扣湿を巧ないます P 
部屋の湿度びちいとさは巧統時 
間を吕的的に組節して、ご5に 
加湿■をおごえた a あをします。 


切タイマー 


セツトした時切に、4時 M) 後に • 百曲的に S おを # 止しまず。 I 

切タイマーキーを巧してお至の時巧にセツトする。 

巧タイマーキーを巧すことに r ビツ J とちびして宏巧び巧 D 
替わ 0ます。 （2 一 4 一 解除 一 2. ■ ，） 

セットした時間をに巧おを巧止し、ランプちをて お 巧し ま 
ず 6 


自動 


室堀センサーの®をで*室通に応じ、巧 
邁な段を31巧を自巧的に進び邮湿しま 
す。（室おび20むのとさは、湿度びの 
已0%となるよラに加湿します。） 


自»キーを押ず。 



•自 巧遅おは快頃塌度になるまで連巧で 
加湿しまず。 

おが居の湿巧び快あ湿思こなった货は、 
快適湿度をなつぶ3にが轿的に如通を 
巧い、抓湿■をおさえた運おをしまず。 

•有 W 巧拉では湿ち践定はできません。 

•室 遍センサーは、加湿器前面巧巧の為 
萬を巧知します。 



•が 除したとさは「ビビッ」と宜が 
します。 

•水 タンクの氷■を巧採して<だ 
さい。氷■びがないとタイマー 
びのれる前に水びな< な Dt 給 
水ランプび岳灯しまず。 

•切 タイマーランブは、宙拓びを 
化して消灯するまで、時問の経 
過に巧係な<、セットした時巧 
び点巧を巧けまず。 


♦适お巧止を I 差込フラグやマグ 
ネツトプラブを巧かなければ、 
贾セツト時には前回の被お時間 
び最初にセツトされまず。 
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ほいかた-っづき- 


知っておいていたださたいこと I 


♦湿度たンサーは暖房煮;請びあたった0、直が曰が 
で暖め6のた D ずると、室內の湿度と異なるコン 
卜□一 J レをします。 

なお、同じ部屋でを場巧や巧さによ0湿巧び異な 
0、化の通度なとまび出ることちお0ます。 

湿度投定や拐なの湿ちま示は目安としてお读し、< 
ださい。 

•設定ごれた湿吾に達すると蒸気は出な<な0まず 
が、ファンは回ってレます。巧湿をお養としない 
ときは巧あぞ停止してくだ巧い。 

•豁定された通おを巧つため、瑪巧湿度め表示び設定 
湿度になごてら加湿を緒けているときがありまず。 
•頃ち中の巧道な湿巧は5日呢前後といわ n ています 
び、結なや異巧を巧による悪巧■を的止するため 
になのよラな点を目度にしで、孤湿おを通転して 
くださし、 

〇湿巧び巧すぎるとを 

①比較的寒い北側の巧入れなどに巧びついに0、 
愚っぽい巧じがする。 

◎おや壁に巧がたくさんつき、巧れ出している。 
気巧性の良いが屋などでは50お前をの湿巧で 
を想®のなし谣などに精 S ずる場合があ D ます。 
ひ通巧がほいとさ 

の < ちびるやのどびをを、ひ&がかごかごする。 
©ま貝などのすき巧び大を<な0、建具びそる。 
•このが品は一胺を庭活でず。業お活にはお巧し、に 
ならないで <ださし、 


水びなくなったときは 


水タンクの水巧び水拉窓下确に近づいた6、水タン 
クに水を 巧 給して < ださし、 

•水 タンクの水びなくなると、給水ランプび点‘なし 
て自肋のに巧気び止まります。 

•給水 ランフ点•月を、の 1 時間フアンび回転してい 
ます。給水ランプ点灯中は、給水した水タンクを 
たットすれば自動的にお煮びおてさます。フアン 
び巧止すると給水ランプを消巧し、を転を巧止し 



まず。 


お願い 


•曰 巧のお手入れ 

本巧水權部や蒸発のは本■のお手入れのしかた 
にがい巧除して、いつを巧おにお读い < ださい。 
水な水にはカルキなどびままれてお D 、 巧発す 
ると水おかび巧発のやガイドが-水おかフィル 
ターに巧ちしまず。お手入れせずに使い拭ける 
と固 fi し、取〇なくな0ます。 

•湿ちの巧い<70%な上）ところでは巧わない 
で < ださい。 

湿度び苗いときにはお宛が空気中にとけ込まな 
し1で、巧具や巧を湿らした0、め5すことびあ 
D ます。 

•淀用水のま醒 

水タンクの水は毎曰新しい巧通の水道水と入れ 
かえてお巧い < だごし、。 

■お 子なやお年ちりにはま憲してください。 
おテ樣やお年寄0,ご病人のお6れるごす庭で 
は、舶湿のしずざや，本体の取巧いなどにつし1 
てま麻しておげて < ださし、 

■フタをあけるときに、フタについた水巧びた 
れることびおりますので注意して<ださい。 

• 本化な面はみしがくな0まずが萬巧ではあ 
りまだん。 

■ A ンドルは手前倒には闽さないで<ださい。 
/、ン ドルは手前測には倒打ない稱造になってい 
まず。無理に樹そ5とずると， A ンド J レび曲損 
ずることびあ0まず。 

•持ち運びは本体び水平になるように A ンド 
ルの中巧を持って、なかに g んで<ださい。 

• A ンドんを動かずとを、フタとの聞に指を 
はごまな U ようにま雇してください。また 
バンドルはがさないで<ださい。 
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お手又れのしかた 


A ミま意 


•想を 皿など巧哉の调讯にを属フラシ等巧保わなし k ( さびの原因） 

■ペン ジン‘シンナーなどではぶかない。（ををやをおの原困） 

0 


■必ず S おを止め、差込フラグをコンセントから巧いて.本巧びをえるのを待ってか5お手 AO を巧ラ。 
C やけどのお因） 

ご巧巧を；30ザしツ巧はお焉や巧お皿び巧泡でず。 

■化を デラきんをご括用のおは> そのま意■にしたがって使用ずる。 t 巧を-キスの原因） 

■巧 巧後は•おず水あかフイルター、ガイ K エアフイルターを取巧け•水タンク、フタをセツ ト ずる< 
(やけど‘放巧の原因） 


〇 


♦水タンク内の巧巧(遇に1〜2回 ly 上） 

水タンク巧に水を巧2しほど入 
む、キャッブを巧めて氷タン 
クぞよぐお排水してくだ バ 
ごい々 ( これを呂〜3回#0返 W 
しまず。） 

巧のがひどいとさは I やわ5 
かレ巧で巧部の巧れを见をと 
ごて < ださい。 

♦本体の水の巧をかた 

( D 水タンクをがす。 

②巧ィド上部の送風□にかかったツタがをおでつまんで 
かし、ガイドおよび水あかフィルターを引き上げて巧 




囚のよ3に、本なに刻のごれている排水方向に本 
巧を 麻 かに巧け、巧水しまず。 


A 警告 


•必ず ガイ ドをがしてから巧水する。< 本巧の巧に 
水びまわ0こんで度霉、ショート、発火の原因） 

〇 

•急に本巧を 逆さにした日、図の方向な巧に 
巧けて排水しない。（本巧巧報に水びまわ 

0こんで k 忠巧•ショート，発火の巧窗） 
•プラグを けに水をかけない。（巧«の原因） 

Q 



♦本体•ガイドなどの巧巧 

本巧は水をさませた柔百かい巧で巧れをふさのごて<だ 
ごい。ガイドは水洗レしで<ださし V 


♦蒸発皿-水ち-フ□—卜の满巧 
(週に1〜2回 1 U 上） 

①本が巧に巧った水を巧いてから水に巧した 
巧で&いて < ださし、 

を)フ □— 卜の周0にこ 
みびんつでいた5取 
0除いで < ださい。 

ごみび巧着ずると正 
巧に扣作しないこと 
や、本がをし1ためる 
ことがあ0ます。 



•态 を田!に讨«した水あかび落ちに < し1とを 
は、麽ブラシや巧 D ばしなどでこず D をと 
してください。（水おかがを巧した快巧で 
あのば、をかの0やすくな0まず J 
•お手 A れ巧だずに巧い巧けると、水ちかが 
こび D ついて取れなくなります。 

♦水あかフイルターの;ち掃 
(遇に1〜2回 ULb ) 

長をちをさだるために、こまめに水洗し1 
して< ださし\。 

の水タンクを巧し、巧にガイ 
ドと水おかフィルターを巧 
を取ってください。 

贷水あかフィルターはな剤な 
どをつけずに、水巧水でを 
をみ洗いして < ださい。 

•水 あかびネ■じ巧宙し、をみ洗いしてち巧 
n び取: n ないとをや、化巧しにとをは、巧 
しいが度をお！!い上げのがを巧でお求めの 
止、取巧けてください。 

水あかフィルター部品爱号5\/片旨10日目 
•巧 巧をはおず本巧に取巧けて < ださい。 
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れのしかた 一つづを一 


♦エアフイルターの清掃（遇に1〜2回1^上） 

本巧ほ面のち測におるエアフイルターを巧を取0、巧お 
機などでほこ0巧取り除いて<ださい。 

•巧の びひど<な0ますと巧巧の出かにがお<なつた0、 
巧窗の涵巧びなくなった0、また正しい湿运検卸をし 
なくな0まずので> 早めに酒捕しでぐださい。 

♦;1| 掃冷はおず本巧に取巧けて < ださい。 



(a 障がな？とおつた S 


なのよラな症げのとき、異巧でないことびあ0まず。下表ををちにしてちラー度お致してください。 


症 が 

するところ 

の面のしかた 

巧気ら西を化ない 
宙おランフび点のしない 

さ这プラグやマグネットフラグびがむて 
し1ませんか 

マグネットプラグをプラグをけに巧 D 巧け、差込 
プラグをコンセントにましなむ 

遍おランプは点巧し、取 
をホているび巧巧が化な 
い 

5るおい孤湿やを巧見巧あを段定しでい 
まだんか 

正巧です(旧で運反なのでの2〜 1 D 分 < らし、 

巧気が化ないことがを D まず} 

お班屋の湿巧び r 校定湿な J と同じか巧< 
なコていまなんか 

正#です(巧巧を止めて湿巧巧筋していまず。 
湿度び下びると巧巧び出ます） 

給水ランプび点むしでいませんか 

給水をする 

フ□ー トにザ拓かやな片びけ着していま 
せんか 

フ□ートやその旧0を押除ずる 

お魏屋の通巧が巧靖に巧くなっていまだ 
んか 

正巧です(お度び巧 90% L 义上のときは連概運 
おでち巧気び化なし1ことがあ0ます。このと 
さフアンは回っていまずのです愛のときは邏 
おを止めて < だごし 

途中で aii が止まる 

給がランプび点灯していまなんび 

給水をする 

湿苗巧前®お时，室巧の 
湿巧び巧<なコて6止ま 
5ない 

湿度の段をびちすぎていませんか 

a のな湿をに跋君し直す 

本体に担が日がや強いがび最たっていま 
だんか 

1さ■巧巧を巧える 

溫君の巧いところに■かれていませんか 

巧のお■ををけにくい W 祈こがず 

お巧がにお5 

巧発の、水おかフィルターなどび巧れて 
いませんか 

本がや水タンクに浅つている水をおて、「お 
手入れのしかた J にしたびって W 除する 

邏巧キーを巧してをず C 
に巧気び出ない 

呂〜4巧で巧黄び出まず 

正巧でず（巧巧が出るまで2〜3分かか0ま 
ず）またお鼓度の雨な、湿をの巧應によっ 
ては巧巧び見えないことがあ0まず 


广， ,u な= ンプ]•お水ランフの点巧湿度センヴーの巧巧です 

巧。び出, しら] • うるおい加湿ランプの点滅 も* …，-制洒回路の巧巧でず 

このよラなとちは、差込フラグをコンセントから巧いて、お两い上げの販売店または、「曰なす■品のお客なご巧お 
お口一!!巧 J < 14ぺージ)の窓口に S 示巧容を连おしご巧該ください。 
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おモ入れ•满巧をしたあと、水棚•水タンク•蒸発皿•ガイドなどの水分をよくふき巧り、搭干しして十がにを 
巧させてから、取扱お巧*ととちにお貝い上げ時の箱にがめて、湿巧のみないところにお普してくだをい。 


証ぶアフターサービス (おずお読みくださし、) 


■な阻 ■ (この商品は巧拉醫がさです） 

巧曲■は•おず r お两い上げ曰'版巧店を」などの8己入 
巧お巧かめのうえ、破売店か5受け取っでいにだき、 
の容をぶ <お抚みのおと大切にな音して < だすし、。 
♦おな 期間はお貨い上げの日か引年です。 

•ただし 水おかフィルターは消巧品でずか5,保紐 
巧巧のでち有料とごだていただをます。 

■巧巧をな魚されるときは ’船賊 

かな夕と思ったら J の度目を 巧べ でいたださ、 
なお 巧 巧のおるとさは、皮巧を中止し、お R い上げ 
の曲巧店にを逗をこ巧括 < ださい。 

•なな 巧巧中は 

校巧に巧しましては.巧泣■をご巧示<ださい。 
保な■の現定にがって、巧荒巧が格理させでしすこ 
だをまず。 

•巧な巧曲び遏ぎているとすは 
を理すむば巧用でさる巧合には、ごを a によ0暗 
垣させで U ただをまず。 

■補巧用な能が品のな有巧巧 
当れはこの况お器の巧後用せ能部品を、巧を巧切を 
5年间揉ちしています。 

•巧が 用性能部品とは、その商品の 機 臨を褚持 
するためにお堅な部品でず。 


■が巧料をの仕巧み 

宿垣巧金^巧術料+巧品巧でず々 


技術巧 

液 m したお坦ぞ正なに R 巧ずるための巧をで 
す.巧ホちの人件費’ほの巧 n ■‘见す《おを 
—巧 ttlilt などびさまれてレます， 


助お化 

»理に巧巧した巧坦化をでで， 

その巧#理に巧》する巧材などをさむ場合をお 

D まず。 


■ご不明な点やな理に妨するご巧胁ま 

模理に巧するご巧駭並びにご不明な点は、お■い上げ 
の巧巧巧または r 日なま g 扇のおぎなご巧があ□一 R 
ま J {14 ベージ)のな□にお城いをむなくだごい。 

■ごお居されるときは 

ごあ居によ0お两い上げの肤売店のアフターヴービ 
スを受け6れな<なる巧合は> 巧ちって曲お店にご 
巧滅< ださし、 

ご巧居化での曰なの家電玩巧投巧をおかごせでいた 
ださまず。 


好 


お す 

台 VF ’43 

を 巧 

巧前10 0 V づ6已 W (已〇 -60 Hz 巧用） 

最大ぶ巧 ■ 

<ラるおいぶ巧時> 

420 mL / h 语あ£0で、巧な30%.水《20で） 

くの 150 mL / h > 

适用巧面稿 

木ち巧ち：11 m ? (7畳） 

ブレ A ブ巧き： !■) 

タンクさ量' 

約ん己 L —‘ 

づま 

幅 

2 2 Bern 

宙を 

28.0 cm 

興行 

30.0 cm 

資 歷 ( U ) 

巧宜 .7 ke (满水時め 7 ks ) 

電巧コード 

化 1.4 m 



































































日立家電品のお客様ごホ目談窓口一覧表 

(* お電巧 K 品の巧示に曲ずる。正なを規のによる巧示） 


曰立家電品についてのご相談や修理はお買上げの販売店へ 

なお、お居ごむた D 、 給物でいただいたをのの格理などで、ご不明な点は下紀孩□にこ相談ください。 

修理などアフターサービスに 
関するご棺談は 

TEL 01の—3に 1—68 

FAX 0120 -3121-87 


商品情報やお取0扱いに 
ついてのご相談は 

TEL 0120—3121—11 

FAX 0120-3121-34 


^般ご相畐 S 窓 PI 巧 g 品じついてのご*をやこ要 a はを巧区のわをネま4目談センターへ 


巧当化成 

■お《ち 

巧を巧 

化巧道化区 

01 1-833-5088 

化||ホ白ち区*化«2条4一1 — 1日 

東北巧区 

0 2 2 — 2 3 2 — 5 0 8 8 

仙ち巿巧は巧区)！町1一1 — 4 5 

巧束-甲な巧地区 

03-3834-8588 

を巧区ち上巧 2 —7 — 5 (日な家■上巧ビル） 

中部巧区 

0 5 2-7 9 5-5 0 8 B 

をを屋巧ず山区巧守巧日9 (日なぞ■巧ず山ビル） 

明西化区 

0 7百一4 3 1-5 0 8 8 

巧戸ホ東»径甲巧巧1 一3—日 

中国巧区 

082-231-5088 

ぶ*ホ西怪巧を巧町1 一7 — 17 

の酉化区 

0877-47-1088 

おお巧が田巧4 2 8自 一 14 3 

丸が' 沖 H 地区 

0 9 2-2 81-50 8 8 

巧岡ホ巧を区巧屋巧 7 —1 8 (巧ホ巧ぶビル） 


參ご巧 »を□のをみ，用を«等 UK * じな4こ t が A り壬 f のでご了ホ < ださい。 -03 A - 
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m 

ち 

SVF-43 

な拉巧 M 

本が：1年 

m 

ミ貢い上げ曰 

平が 年月 曰 


I ごは巧 
§ ごち s 


愛情点横 1 

がご巧巧の加あおの席巧を 胃胃" 

つ 

こ巧用の招 
このようなことは 
ち 0 ませんか。 

•水*むがする。 

■本巧が 真 巧になる。 
• 26 中具巧な百びする。 
•その化の巧巧*巧隱がおる. 

► 

お 

巧 

い 

巧 » や■な防止のため，スイッチを 
巧りコンセントからを这ブラヴを巧 * 
をの兄店にご遅が<ださい.巧な， 
保廷についての 費 巧など巧しいこと 
は化巧ちにこ巧校ぐださい* 


0巧すをな日立ホームテック #日立ホーム&ライフソリューンヨン株式会な 

干 105-8410 ま京が港区西新巧2 T 目15里12ち 巧話 (03)3502-21 11 


ザ Yx ザザ YYYyyiriryinnr ザ yYYYY ヤヤ yY ヤ YYY サ Yyy ザ YY サザサヤザタザザササ 

ち 曰立;加湿器保証書 I 持込ち理 i ミ 

わ 


み 

み 

み 

み 

み 

み 

み 

み 

み 


巧 


ほな巧尚巧に巧のお巧■、本巧ラベル寒の注 
をにしたびつて正巧な怯用が巧で活活して U てなみ 
»した場をには、あ■紀 K 巧容にをとづをお■い 4 
上げの販売店が巧料«巧いたしまず， 5 

お面い上げの B り、5左 E の巧巧内に泣»した4を で 
は，商品と本■をお持ちいただをお g い上げの巧 g 
巧巧に巧理をご巧巧<だでい。なお、商品をお 買# 


い上げの販巧巧（巧巧巧出を）やゾーカーへち巧ず 
した場をのち巧巧はお客巧の負担にな0ます， 


ホ 


ホ邱誦にお入のない W をは無巧とな0まずから なみ 
ずこ度巧 < ださい。 み 


1 . 巧阳巧 M のでをなのよラな場ちにはち肖度理とな D まず， 
(イ] 性用上の民0、またはな巧や不ちな巧理による葡かまたは 

巧な。 

の)お■い止げをのま下. 引つ 逆し、 IS 送等によるな W または 

巧錫。 

い) 乂 化、 化震、水醫.運苗、その化のちぷ化を、公 S やまな 
■圧によるな》または捐巧。 

口巧西> が*にとう載して巧巧で n に巧合にちじた巧》また 

は巧幾。 

怖) 業お用に巧用すむてちじた巧 W または損《， 

(へ) 本窗のご巧おびない巧合。 

(卜> 本■にをち、お貢い上げ年ち a 、 お客樣を，お 巧 巧をの g 己 
入のない g 合。おるいはぞ巧を■を巧えら〇た場を。 


2. この商品についでお巧な理をこ巧 s の塌合には， 
出巧に巧する実費を申し受けまず* 

3. ごお居の W をは*巧にお画い上げの巧巧店にご 
巧院< だでい。 

4. 趣ち虛等で本■に紀入してをるお買し U ： げの販 
巧居に巧埋びご巧巧になれない巧合には取のお 
巧■の M ベージの曰な巧電思のお安なこ巧険を 
□— R 巧をご R のラえ.おお < の窓□にご巧険 
ください。 

5本■は巧耗巧いたしませんので紀ちしないよ5 
大切にな巧してくだごい。 

6,本隱は曰本田のにおいてのみち巧でず。 
Effective only in Japan 
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ち♦このな 泣■は本■に巧をした巧間、み件のをとにおいでお 
み 科餐理をおの巧ずるをのです。したびつでこの保な■によ 
つておをなの法律上の巧み J をお巧するをのではお0ません 
ので、巧11巧 m 巧遇をのが埋等についてご不明の«合は， 
お買い上げの巧巧巧または吸の載巧*の14ページ g ■毎の 
件ご巧のを □— It まの窓口にお面いをむ e < だでい。 

^ •巧 Iff 巧间な埋巧の巧理.巧が巧巧お部思の巧ち巧なについ 
5 てなしくは、巧巧較巧■をご11くだごし、， 
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于 105 -み no が® 巧 区巧新 gs ‘ほ-に TtL 侧脚担 ぷ川立 
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